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No. 書類名 頁 項目1 項目2 項目3 項目4 項目5 項目6 項目7 項目名 質問の内容 回　答

1 入札説明書 10 第3章 5 運営事業者

SPCの設立から運営開始までの間、SPCの住所登
録として組合住所を一時的にお借りすることは
可能でしょうか。運営開始後は開設した事務所
所在地に変更予定です。

不可とします。

2 要求水準書 5 第1章 第2節 8 4) （3） 雨水

整備範囲の雨水排水の取り合い点をご教示下さ
い。
接続位置が工事範囲外でも事業者にて実施する
認識でよいでしょうか。

入札参加者に対して、資料を提供します。
接続位置が工事範囲外でも事業者にて実施して
ください。

3 要求水準書 5 第1章 第2節 8 4) （3） 雨水

「添付資料8 外構埋設配管図」に記載されてい
る、計量棟からのU字溝は整備範囲に含まれてお
ります。現状の利用若しくは遣り替えは提案に
含めるとの認識で宜しいでしょうか。

お見込みのとおりです。

4 要求水準書 6 第2章 第1節 1 3) （1） 施設規模

施設規模について、不燃ごみ処理設備：4.2t/5h
の条件ですが、金属類とビン・ガラス類を同一
ラインで処理する場合、両ごみを個別に処理、
例えば金属類を3hで1.5t、ビン・ガラス類を2h
で2.7t処理して,5hで4.2t処理する理解でよいで
しょうか。
その場合例えば供給コンベヤに必要な能力は、
金属ごみ1.5t/3h、ビン・ガラス類2.7t/2hでい
ずれか大きいほうの理解でよいでしょうか。
また、併せてですが、選別精度の観点から、金
属ごみとビン・ガラス類ごみは混ぜて処理する
ことはないとの理解でよいでしょうか。

処理能力の考え方はお見込みのとおりです。
処理方法について、金属類とビン・ガラス類は
選別精度や資源化の観点から、混合処理は適さ
ないと考えています。

5 要求水準書 10 第2章 第1節 2 5) 搬入形態
蛍光灯は、単体で袋に入れられて搬入されると
いう認識でよろしいでしょうか。

蛍光灯はビン・ガラス類としてまとめて搬入さ
れる収集体制のため、ビン・ガラス類から選別
する必要があります。

6 要求水準書 10 第2章 第1節 2 5) 搬入形態
剪定枝の破砕は現在ストックヤードで行われて
いる認識ですが、本施設で処理や保管を行う必
要はあるでしょうか。

可燃性粗大ごみ単独の直接搬入であればストッ
クヤードに誘導しますが、混載の場合は本施設
での受入が基本となります。多量に枝木の持込
みがある場合の具体的な運用については受注者
と協議を行います。

7 要求水準書 10 第2章 第1節 2 5) 搬入形態

プラスチック、紙容器など本施設の処理対象外
の品目を含む混載ごみを積んだ搬入車も、本施
設での荷下ろし対象という認識でよろしいで
しょうか。

混載の場合は本施設での受入を行います。

8 要求水準書 10 第2章 第1節 2 6)
ごみ搬入日及
び搬入時間

新聞紙・雑誌類・ダンボールの収集日である水
曜日は新施設に収集車による搬入がないという
認識で良いでしょうか。

お見込みの通りです。現時点で収集日の変更予
定はありません。
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No. 書類名 頁 項目1 項目2 項目3 項目4 項目5 項目6 項目7 項目名 質問の内容 回　答

9 要求水準書 11 第2章 第1節 2 7) 搬出車両

表2-6搬入・搬出車輌の条件にて、想定搬出車輌
に脱着ｺﾝﾃﾅ車の記載がありますが、運用の方法
について以下の理解でよろしいでしょうか。
“脱着ｺﾝﾃﾅは本施設内の決められた場所に、あ
らかじめ置いておきます。貯留ﾔｰﾄﾞに搬出物が
一定量溜まった後、重機などで、脱着ｺﾝﾃﾅに積
み込み搬出する。”
ご教示願います。

脱着コンテナは、ご提案の方法で使用いただく
ことで問題ありません。
搬出車両に応じた貯留方法を検討してくださ
い。

10 要求水準書 11 第2章 第1節 2 7) 搬出車両
脱着コンテナを屋外に保管する運用は可能で
しょうか。その際は、雨避け対策は必要でしょ
うか。

屋外に保管することは問題ありませんが、安全
対策及び必要な養生等は行ってください。

11 要求水準書 11 第2章 第1節 2 7) 搬出車両
金属類等の残渣を保管するコンテナはどこに置
いているのでしょうか。

現在は資源化施設付近の屋外にコンテナを置い
て保管しています。

12 要求水準書 11 第2章 第1節 2 7) 搬出車両

鉄屑・家電の搬出車両について、「10tHIAB車・
10t脱着コンテナ車」との記載がありますが、既
設は屋外ヤードであることに対し、新施設では
屋内ヤードとされているため、運用上10t脱着コ
ンテナ車を推奨いたします。
その為、搬出業者選定の際には10t脱着コンテナ
車を指定させていただいてもよろしいでしょう
か。

搬出を行う業者により搬出車両が異なるため、
どちらでも対応できる設備としてください。

13 要求水準書 11 第2章 第1節 2 7) 搬出車両 家電の貯留・搬出方法を教えてください。
現在は粗大ごみ置き場に保管しており、HIAB車
で掴み入れもしくは脱着コンテナへ積み込んで
搬出しています。

14 要求水準書 11 第2章 第1節 2 7) 搬出車両
家電と小型家電を分けていますが、異なる事業
者に処理委託するという認識で良いでしょう
か。

お見込みのとおりです。

15 要求水準書 12 第2章 第1節 2 8) 搬入車両台数

直接搬入車両200～400台/日というのは土曜日の
車両数目安という認識で良いでしょうか。ま
た、その他搬入車が多い曜日をご教示くださ
い。

現状、土曜日は約260台/日程度で、その場合は
敷地外まで渋滞の車列が続く可能性があり、年
末には300台超となることもあります。
土曜日午前中や月曜日午前中も搬入車両が集中
します。

16 要求水準書 13 第2章 第1節 2 11) 主要設備方式
リチウムイオン電池の取扱いを教えていただけ
ないでしょうか。

リチウムイオン電池は小型家電として収集し、
内蔵されたリチウムイオン電池含む電池を取り
出しています。取り外された状態で排出された
リチウムイオン電池は、通常の乾電池と併せて
処理を委託しています。なお、リチウムイオン
電池の取り外しが困難な場合は取り外さずに小
型家電として搬出しています。
現状では、リチウムイオン電池のみを選別する
予定はありません。

17 要求水準書 13 第2章 第1節 2 11) 主要設備方式
金属類のせとものは、ビン・ガラス類の残渣と
残渣として混ざった状態で保管しても問題ない
でしょうか。

お見込みのとおりです。
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No. 書類名 頁 項目1 項目2 項目3 項目4 項目5 項目6 項目7 項目名 質問の内容 回　答

18 要求水準書 35 第2章 第3節 1 6) ① 火災対策

防火水槽について、資料５　全体配置図を見る
と既存敷地内に防火水槽が見当たりません。既
存敷地内には防火水槽は無いものとし、既存建
物の消火用水源は敷地北側にある調整池の水源
を使用するものとしているのでしょうか。

組合敷地内に防火水槽はありません。
焼却施設の消火用水源は、給水配管から焼却施
設内の消火水槽へ接続しています。

19 要求水準書 38 第2章 第3節 2 1) (2) ⑤ (ア)
プラットホー
ム出入口扉

台風時等にも安定して開閉が可能であり、かつ
歪み、故障を生じないものとすることとありま
すが、シャッターの提案は可能でしょうか。

提案を可とします。

20 要求水準書 38 第2章 第3節 2 1) (2) ⑤ (カ)
プラットホー
ム出入口扉

扉の腐食対策としてアルミ製出入口扉の提案は
可能でしょうか。

提案を可とします。

21 要求水準書 38 第2章 第3節 2 1) (3)
直接搬入荷下
ろしヤード

「粗大ごみは粗大ごみ置き場へ移送」とありま
すが、この粗大ごみ置き場は新リサイクルセン
ター建設予定地の南東にあるスペースという認
識で良いでしょうか。また、その粗大ごみ置き
場に向かう通路は新リサイクルセンター建設後
も利用するという認識で良いでしょうか。

いずれもお見込みのとおりです。

22 要求水準書 38 第2章 第3節 2 1) (3)
直接搬入荷下
ろしヤード

直接搬入荷下ろしヤードで受け入れる粗大ごみ
は不燃性のみという認識で良いでしょうか。

不燃、可燃に関わらず、粗大ごみは直接搬入荷
下ろしヤードで受け入れます。
安全確保のため、直接搬入車両は原則として、
粗大ごみ置き場へ立入らない運用としてくださ
い。

23 要求水準書 38 第2章 第3節 2 2) (1) ⑤ (サ)
受入貯留ヤー

ド

各受入貯留ヤードに防鳥対策の記載があります
が、設置場所は屋外の直接搬入荷下ろしヤード
とし、屋内の受入貯留ヤードには不要と考えて
よろしいでしょうか。また、対策方法は超音波
や防鳥ネットを想定しておりますがよろしいで
しょうか。

要求水準書のとおりとします。対策方法は提案
を基に協議により決定します。

24 要求水準書 41 第2章 第3節 2 3) ③ （ウ） 薬液噴霧装置

操作方式　遠隔手動（タイマ停止）について、
薬液噴霧装置は、可搬式の仕様となっています
が、遠隔手動とはどのようなイメージでしょう
か。

可搬式のため、現場手動としてください。型式
の指定はありません。

25 要求水準書 49 第2章 第3節 3 14)
家電貯留ヤー
ド

家電貯留ヤードはどのくらいの広さを見込む必
要があるでしょうか。

要求水準書に記載の有効貯留容量に従って、ご
提案ください。

26 要求水準書 65 第2章 第3節 7 6) (3) ④ (エ) 特記事項
「停止ｽｲｯﾁはｵﾌﾛｯｸ付き」ONでﾛｯｸ、回して解除
で宜しいですか？

停止スイッチのオフ状態をロックできるものと
してください。詳細は受注者との協議により決
定します。

27 要求水準書 74 第2章 第4節 1) (1) 工事範囲
工事範囲に植栽工事がありませんが、メンテナ
ンス性を考慮し、緑地帯の優先度は低いという
認識でよろしいでしょうか。

植栽工事は想定していませんが、提案を妨げる
ものではありません。
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No. 書類名 頁 項目1 項目2 項目3 項目4 項目5 項目6 項目7 項目名 質問の内容 回　答

28
要求水準書
添付資料1

KBM

「調査位置図」の解像度からKBMが読み取れませ
ん。KBM位置及びT.P標高をご教示ください。
また、焼却施設建設時の地質調査データがあれ
ば、提供いただけないでしょうか。

入札参加者に対して、資料を提供します。

29
要求水準書
添付資料5

土壌汚染調査
未実施範囲

既設U字溝も範囲内となりますが、整備工事に伴
い既設U字溝の撤去及び既設アスファルトの撤去
は土地の形質変更に当たるかご教示下さい。
土地の形質変更は土壌汚染調査を実施すること
で認めていただけるのでしょうか。

撤去工事は土地の形質変更に該当します。
土壌汚染調査及び土地の形質変更については、
関係機関との協議の上、計画することとしてく
ださい。

30

入札説明書
等に関する
質問回答
（第1回）

4/17
要求水準に対
する質問回答

No.15

質問回答No.15 にて「スプレー缶等の選別、ガ
ス抜き作業等は事業者の業務範囲です。」と回
答いただいていますが、金属類中のガス抜きが
必要な缶類の割合をご教示いただけますでしょ
うか。

ガス抜きが必要な缶類の割合は把握していませ
んが、参考として、現在ガス抜きを行っている
缶の量を示します。
ガス抜きが必要な缶類は、1日の収集で約47Lの
コンテナ10個分となります。

31

入札説明書
等に関する
質問回答
（第1回）

4/17
要求水準に対
する質問回答

No.22

混載された燃やすごみを受け入れるようになっ
ていますが、受入方法は事業者による提案とし
て理解してよろしいでしょうか。

直接搬入車両の荷下ろしが1箇所で完結するもの
であれば、受入方法は事業者の提案によるもの
とします。ただし、安全には十分留意してくだ
さい。

32

入札説明書
等に関する
質問回答
（第1回）

4/17
要求水準に対
する質問回答

No.22

混載された燃やすごみの一日当たりの持ち込み
量についてご教示願います。その他のごみ種に
ついても一日当たりの持ち込み量をご教示願い
ます。

混載された燃やすごみの持ち込み量は把握して
いませんが、参考として、屋外のストックヤー
ドからごみ焼却施設への搬送量を示します。

約8m
3
の脱着コンテナ車で、平均すると約2.4台/

日、約1.37t/日、約0.6t/台の搬送量となりま
す。

33

入札説明書
等に関する
質問回答
（第1回）

5/17
要求水準に対
する質問回答

No.28

質問回答No.28にて「ビン・ガラス類の残渣と、
金属類の残渣（せともの）の混合物を場外搬
出」と回答いただいていますが、これらの残渣
に金属物が混入しても問題無いでしょうか。

残渣は資源化を行うため、金属類は混入しない
ようにしてください。

34

入札説明書
等に関する
質問回答
（第1回）

8/17
要求水準に対
する質問回答

No.69

電源ケーブルの外構埋設管路について、既設予
備管の使用可否は受注者との協議により決定す
るとのことですが、使用不可となる場合の具体
的な要因をご教示ください。

予備配管の使用を可とします。
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